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令和５年度 第２回学都松本子ども読書活動推進委員会 議事録 

 

日時：令和５年１２月２５日（月）１４時～１６時 

場所：松本市中央図書館 第１視聴覚室 

 

【出席者】 

豊嶋委員長、山﨑副委員長、由井委員、中島委員、越高委員、清水委員、小岩井委員 

事務局：藤森中央図書館長、大月館長補佐、百瀬主査、永春主事 

 

【次 第】 

１ 開会 

 

２ 館長あいさつ 

 皆さんこんにちは。学都松本子ども読書活動推進委員会にご出席いただきまして、

ありがとうございます。 

 １２月１４日、１５日に全国公共図書館研究集会が長野県立図書館で開催されま

した。主会場はホクト文化ホールで児童文学作家の杉山亮さんが基調講演をされま

した。どうしたら図書館に子どもが来てくれるのかというタイトルで、実際に杉山

先生が小中学校の子どもたちに読み聞かせや語りをされるお話もあったのですが、

ブックスタートの絵本を保健センターで渡すのではなく、図書館に来て渡し、その

機会に図書館に登録してもらいたいと考える司書の方もいらっしゃるし、ぬいぐる

みのお泊り会、図書館入口でのカフェ、マルシェをされている図書館もあるとか、

あと、外国籍の方が自国の言葉で読み聞かせをするというのも、お願いすると断ら

れることなく喜んで皆さん引き受けてくださるという話もしてくださり、あんなこ

とやこんなことをゼロ予算でほぼできるのではとお話をしていただきました。 

 またその後事例発表が３件あり、主に学校図書館との連携について話をしていた

だき、特に高森町さんが学校指導要領の中から、図書館で用意すべき本みたいなも

のをきちんと読み解かれて、そういったものを学校側にも提供する、学校図書館と

町の図書館と先生方がすごく連携が取れていることを紹介していただきました。司

書の先生が８００人の子どものどの子がどんな本を読むかを把握しているとおっ

しゃっていてすごいなと思い、小さい町だからこそできる部分というのがあるのか

なと思ってお聴きしてきました。そんなこともありまして、松本市図書館と学校図

書館の連携が少しでも進んでいくといいなと思いました。 

 その少し前１２月１日に、この中央図書館が松本市の三の丸エリアビジョンの旧

開智学校界隈に位置するということで、三の丸エリアプラットフォームの主催で図

書館にてシンポジウムが開催されました。松本市の図書館の取組みを紹介させてい
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ただいたのですけれども、講演に札幌市図書・情報館の初代館長淺野隆夫さんにお

いでいただいて、札幌の取組みを紹介していただきました。その中で札幌市は館内

で活発にトークライブをしているということで、松本市もぜひやったらどうかとい

うご提案をいただきまして、２月から地元松本で活躍していただいている方に喋っ

ていただくような企画を考えたいと思っております。どちらかというと大人向けに

なると思いますが、初回の話はデザイナーの方にやっていただけることになりまし

て、図書館の本のデザインもされているということで、関係されている本が松本市

図書館にもあるものですから、そういったものの紹介をさせていただきつつ、前半

が午前中、中高生向けにフォントを作ってもらい、それをデザイナーさんにきちん

とまとめていただくことをやろうと思っています。午後は大人向けにデザインにつ

いてお話をしていただくようなことで、これは連続した形で月に 1回ぐらいできて

いけばと思っていますので、ぜひ興味がある回がありましたらご参加をお願いでき

ればと思います。 

 それから来年度の当初予算なのですが、今部長折衝の段階ですけれども、市が大

型事業を控えているということで財政事情が厳しく、図書館の予算も減らされる部

分がありまして、印刷費の関係でブックスタート、セカンドブックの健診の際にお

配りするチラシ、絵本リストの印刷費も、これからはデジタル化を考えてください

っていうこともありますし、サードブック今年度スタートしましたが、その分減ら

されてしまったというか、学校図書館の予算の方も、今査定がかかっている状況で、

学校図書館も復活したいということで頑張ってくれていますので、戻ってほしいと

思っています。財政事情厳しいところもありますけれども、引き続きできる範囲で

やれることをやっていきたいと思います。 

 委員の皆様にはいろいろとご協力をいただいておりますが、今後もよろしくお願

いいたします。ありがとうございました。 

 

３ 委員長あいさつ 

 皆さんこんにちは。本日もどうぞよろしくお願いいたします。館長からさまざま

お話しいただきましたので、私の方は簡単に。 

 まず館長から学校連携を進めていきたいということと、あと予算は大いに気にな

るところではありますが、今回と委員会もう１回控えていますので、３回目の委員

会のときにはそこら辺も明らかになっているかと思いますので、それに向けてもご

意見を賜りながら、今日も報告事項や協議事項がありますので、早速始めていきた

いと思います。議題に入ってよろしいでしょうか。 

 では、まず報告事項１令和５年度第２回作業部会の報告について、事務局の方お

願いします。 
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４ 議題 

 ⑴ 報告事項 

【報告事項１ 令和５年度 第２回作業部会の報告】 

事務局：説明 

委員長：ありがとうございました。本日いらっしゃる C委員、D委員にも部会に出て

いただきました。子どもの本に精通していて書店でもある D委員と、それか

ら保育園の園長会の C先生にもご参加いただいて、リストを決めるこういっ

た作業部会が行われるようになったことが、この委員会のできた画期的な点

で、皆さんの信頼に足るリストに育っていけばと思っております。 

     報告事項ではありますが、ここでご質問を受けたいと思います。資料がな

いので、皆さんわかりにくいかと思いますが、「なかよしえほん」はこうい

う冊子です。「こんにちはえほん」は委員会ができてからリニューアルしま

して今こういう冊子になっています。「なかよしえほん」は３歳児向けの冊

子で、セカンドブックの選定は現状１２冊ですが１0冊に改めて選び直した

ということになります。皆さんにお回しするので見てください。それを踏ま

えて、まずはご質問があれば受けたいと思います。 

     まず、児童室一任で改める箇所も発生しておりますし、D委員作業部会２

回目を欠席でいらしたので、ご意見があれば承りたいと思いますが、いかが

でしょうか？ 

 

 D委員：これ今度訂正になった場合、何年間を想定していらっしゃるでしょうか？ 

  

 事務局：基本的に 5年です。 

 

 D 委員：サードブックもそうですけど、品切れになる本が発生していまして 5 年経ったら多分

品切れになっているだろうという本が結構ありまして、今回選んでいただいた中でも

これ品切れが危ないなという本は正直あります。 

        それから、子どもの本を一生懸命やっている出版社、例えば福音館ですが、でき

ればぱっと見たときにいろんな出版社から選ばれているっていうのも大事なことでも

あると思います。具体的に言うと偕成社、童心社、子どものために本当に熱心にやっ

ている出版社というのもあるので、その中の選んでくれた本を全部変えるのではなく、

入れ替えができるようであれば少し出版社を散らせればいいなと思います。いろん

な人が必ずチラシを見て参考にするので。 

        ２回目の作業部会に出席できなかったので申し訳ないなと思いますが、どうして

もというわけではなくそういう選定ができればいいなと思いました。 

 

委員長：はい、ありがとうございます。 
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具体的に書店さんの立場も踏まえてのご意見ですので、最終的に児童室の最終

的な入れ替えなどを、一任で検討する際に、私も加わりたいと思います。よろ

しいでしょうか？ 

 いずれにしてもここで大事なのが、C 園長先生にも加わっていただきました

が、せっかく現場の先生にも加わっていただいて新たにするリストですので、

市内の保育園等で先にできている「こんにちはえほん」も含めて、これを園で

も共有していただいて、松本の子どもたちが小学校入学前までに図書館と協力

してできたこちらの冊子に載っているものを少なくとも園に在籍しているう

ちに、何らかの形で読んでもらったり、触れたりするっていうようなことがで

きるような取組みにしていけたらいいなと思います。他自治体でも同様のリス

トを現場の先生たちと図書館と、あるいは現場の先生たちと実践者と一緒に作

って共有しているという例があります。松本としてもリストを各現場で共有で

きるような体制も今後作っていければいいなと切に思います。 

 ではセカンドブックの件につきましてはよろしいでしょうか？ 

 報告事項２ボランティア養成講座の開催のまとめについてお願いします。 

 

【報告事項２ ボランティア養成講座開催のまとめについて】 

事務局：説明 

 

委員長：少し補足をいたしますと、私自身が講師を務めさせていただいて恐縮なので

すが、全６回を１人で担当させていただいているからこそ、講座参加者の方

と顔の見える繋がりができて、それ以降のさまざまな勉強の場や、他のスキ

ルアップ講座などをご案内するのにも、とてもやりやすいと感じています。

ずっと全力応援して差しあげたい気持ちはあります。 

     全体をもう少し俯瞰して見ますと、松本市ではこの第２次計画後、ボラン

ティア養成講座全６回を修了し、ボランティア登録された方が中央図書館の

おはなし会を中心に活動なさっています。もう３、４年、一番長いと５年目

の方がおり、非常に熱心に活動をされていらっしゃいます。他の学びの場に

も、大勢出てきてくださっている様子を垣間見ますし、お会いすればお声が

けをして、楽しそうに活動してくださっていることを嬉しく思います。 

     また、アンケートのどのような講座を希望するかという６ページの５番が

ありますけれども、この後スキルアップ講座というのを年４回開催していま

す。そちらでプログラムの立て方、組み方、それからわらべうたの復習をす

るような講座等を行い、今年度も４回中３回が終わりまして、年明けの４回

目に D委員、学校司書の川舩先生、元学校司書であり中央図書館司書の高見

澤さんにブックトーク講座をやっていただくことになっています。 

    学んだことをさらに学びを深めたり、継続したりするような、２段階構成に
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なっていることもご案内しておきます。 

     この後協議事項に出ますが、ボランティアとして所定の経験を積み、スキ

ルアップ講座を２年間で４講座受講すると、子ども読書活動推進サポーター

に登録し、有償で活動することができるという先の活動にも繋がるような事

業になっていますので、補足をしておきます。 

     以上を踏まえて、ご質問やご意見などを承りたいと思います。読み聞かせ

ボランティア養成講座について、ご質問やご意見のある方お願いします。 

 

D 委員：毎回とても皆さん熱心に学んでいますから毎年行ってるのですが、受講者の

年齢層 60 代以上が 75%というのはそうだろうなと思うのですけれど、やっ

ぱり自分もそんなこの年代にばっちり入るところを見ると、私もずっと長い

こと読み聞かせをしていますが、こんな大きな本を持って向こうの方が見え

ないとだんだん下がってくるとかあります。年齢問わずいつでも学びたいと

思ってらっしゃる方もいるってことはもう重々承知なのですけれど、この状

態はもう少し違う方向で違う人たちの勉強ができる場を考えないと、少し違

う方向に行っちゃうのかなっていうか、もう少し育てられるようなグループ

ができないかなと思います。 

     それからスキルアップ講座も出させていただいたのですけれど、すごく良

い発想だとは思うのですけど、例えばポプラディアを使って学校図書館の中

でどうやっていくかという講座で、活動で学校に行ったことないような 65

歳以上の受講者さんたちが大勢出られていて、意欲はあるのだけど、肝心な

学校司書は２人ぐらいしかいないという現状でした。それを踏まえると、や

っぱり枠としては絶対必要だけれども、司書さんたちのような年代の人たち

が出やすい仕組み、それから勉強できる仕組み、時間帯をみんなで模索して

したいです。すごく良い講座だったのですけど、受講者の顔ぶれとミスマッ

チでもったいないと思いました。講師の人たちが、学校司書がたくさん受講

するのかなというイメージで来たら全然違ったということになり、学校司書

が参加できるように日程を土日に調整してくださったのにもったいないで

す。むしろ合同研修でこれをぶつけた方がずっと勉強にもなるしすぐに使え

るのではと思ったので、その辺の今の枠組みを確保しつつどういうシチュエ

ーションでやったらいいかを真剣に考えると、うまく活用していけるのでは

と思います。講師がすごく一生懸命やってきてくださっているので、講師の

方に一番聞いてもらいたい人に聞いてもらえるような仕組みを A 委員にも

相談してやれたらいいなと思います。保育園での読み聞かせの講座も若い保

母さんできちんと学んだ人は少ないと思います。いきなり本番でやっている

と思います。豊嶋さんがやっているような講座に来てくれた人に話聞くと自

分たちはそういうことを全然勉強してこなかったと。学校や日常の中で読み
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聞かせなどをやっている人たちに何とかこの練られた講座を持っていけな

いものかと本当に思います。 

     だから講座の内容と聞く人とうまく結びつける方法をみんなで知恵を絞っ

て、せっかく学校現場の人、保育園の現場の人、熱心にやってらっしゃった

人がいるので、その人たちにこういう方法であったら出席しやすいとか工夫

をしていただくと良いのでは。例えばサードブック、セカンドブックでも保

育園の中から１人ずつでも研修に出てもらい、サードブックはどういう本を

出しているのかを知ってもらう。具体的なシステムの仕組みを考えるといい

んじゃないかなって思います。 

     その辺を来年度は課題として練っていきませんか。いろんな立場の人がい

るから、F委員含めみんなやってこられた方ばかりだから知恵を出せば絶対

にうまくいくと思います。お金もかかりませんし、ここにいるメンバーで知

恵を絞ってやったらどうかと思います。ありがとうございました。 

 

委員長：今の点について、事務局から何かありますか。 

 

事務局：確かに周知の方法について、ホームページに載せる、広報まつもと、館内のチ

ラシ、この３点が主ですので、保育園の先生方もお忙しいとは思いますが、そ

のように感じていらっしゃるようでしたら、保育園の方にもチラシを設置させ

ていただくのと、あと本庁の掲示板にあげてもいいのかなと思いました。 

 

委員長：ありがとうございました。おっしゃるとおりな部分もあります。経年の中で少  

    しずつ考えて事務局なりに取り組んでいる部分もあると補足しておきます。 

 スキルアップ講座は今年度月曜日開催を入れました。これは図書館職員さん

が出てくれるといいなという期待感もあって、図書館の休館日である月曜日の

開催にしました。でも参加はあまり芳しくない。土日開催も学校司書さんにも

チラシをご案内しましたが数名の参加に留まっているという現状もあります。 

 参加意欲の問題もあるし、周知方法もまだ課題があるということだというふ

うに認識しています。うまくマッチングできるような連携の仕方を、各所で広

げていく必要性があるんだろうなというふうに思います。それから、確かにボ

ランティア養成講座を受講された方の年齢層が高めですが、人生長い時代にな

りましたので、そこから学んでいくことも良いことですし、その方たちが１0

年 20 年学ばれ、元気でご活躍いただける社会に期待したいところもあります

し、合わせて若い世代や現場の方にどう届けていくかっていうことを、プラス

アルファ考えていく必要があると思いました。 

 これから図書館で小さな子どもたち本を読んであげたいという方が、その先

の保育園小学校中学校で、子どもたちがどんなふうに本と触れ合っているのか
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知ることは、今後の学びのためには非常に有意義なことだとも思っていますの

で、スキルアップ講座もさらに良いものにしていけたらいいなというふうに思

います。他に養成講座についてご意見ご質問等、ありますか。 

 

 A 委員：先ほど委員長や D 委員からもありましたが、子ども読書活動スキルアップ講座

も松本市内の学校司書の研修会のときに委員長からチラシいただいて、松本市

内の学校司書の先生方には渡ったと思うのですが、山形村などの近隣の学校司

書の先生方もこういうのあるんだということを知らなくて、ご紹介したら「ぜ

ひ行ってみたい」っていう声もあったので、交換便がある学校もありますが近

隣の学校にもお知らせがいくと助かるなと思います。意欲ある先生方もいらっ

しゃるので、来ていただけると嬉しいなと思います。 

 

委員長：貴重なご意見ありがとうございました。 

 やっぱりリマインドをすることが大事かもしれませんね。年度初めにお知ら

せしても今度のブックトークの講座は翌年１月ですから、そのとき関心があっ

ても保留にするかもしれないので、次年度以降も１回発信しておしまいではな

く、折々にリマインドしていくことが大事だと思います。今はメール等々あり

ますし相互でやり取りできるような手段を構築していく必要もあると思いま

す。ありがとうございました。 

 では協議事項が３つ控えていますので、協議事項にうつります。協議事項１

子ども読書推進サポーターの承認の運用についてお願いします。 

 

⑵ 協議事項 

【協議事項１ 子ども読書推進サポーター承認の運用について】 

事務局：説明 

委員長：ありがとうございました。何点かあると思いますが、まずは登録要件調書に

つきまして、ご質問やご意見ございますでしょうか。 

 

   （意見なし） 

 

委員長：別紙２の運用方針、４⑵「登録の申し込みがあったら、中央図書館長は要件

等を調査し、学都松本子ども読書活動推進委員会で承認する」というふうに

なっておりますが、これは「承認する」のままで良いのか、「中央図書館長

は要件を調査し承認の上、委員会に報告する」とすべきなのか、事務局はど

のようにお考えですか。 

 

 館長：前回濵中先生からご指摘をいただいて見直しをさせていただいたものになり
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ます。前回の委員会の資料の中では、お名前と受講番号しか載っていなくて

何回出席されたか、どういう活動をされているっていうものが全くない状態

で承認をお願いしたものになりますので、濵中委員のご指摘は最もなことだ

と思いまして、今回要件調書という形で委員の皆さまにこの方はこういう活

動をしているんですよっていうことを見ていただいて、その上で承認をする

ということで、運用方針自体は見直しをせずにこの様式を追加するような形

できちんと目に見える形で承認をお願いしたいと考えております。 

 

委員長：はい、わかりました。 

今のご説明で大変よくわかったかと思いますが、皆さん運用方針も含め、い

かがでしょうか。ご意見ご質問等ございませんか。 

 

    （意見なし） 

 

委員長：一点だけ。サポーター運用方針の３活動場所・活動内容ですが、ブックスタ

ート事業に加えて今年度からセカンドブック事業の支援も行っていますの

で、これは次回までに改めていただくといいと思いますがいかがでしょうか。 

 

事務局：そうですね。ブックスタート、セカンドブック事業で活動していただいてお

り、ご指摘のとおりだと思いますので、次回のときに運用方針を直したいと

考えておりますのでお願いいたします。 

 

委員長：ありがとうございました。では１０ページの大原操さん、前回ご報告をいた

だいて、承認といいますか、すでにご報告いただき活動をスタートされてい

る方ですので、このような形できちんと記録も残した上で承認しましたとい

う認識でよろしいですね。はい、ありがとうございます。 

     それから１点補足をしておきますと、子ども読書活動推進サポーターは現

在１１名登録です。ある程度の経験を積まれ、スキルアップ講座で学びも深

めている方が図書館職員に準ずる形で、有償で活動するということ、非常に

画期的なことだと思います。図書館側としては費用対効果もある。職員が出

るよりもサポーターが１人出た方が職員の図書館での業務時間の確保にも

繋がりますし、また松本市でのボランティア養成、スキルアップ講座等学ん

でこられた市民の方にも活躍いただく非常にいい仕組みであると思ってい

ます。以上、子ども読書活動推進サポーターの承認の運用についてはよろし

いでしょうか。では協議事項２サードブック事業の各小学校のアンケートに

ついてよろしくお願いします。 
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【報告事項４ サードブック（学級文庫）事業の各小学校のアンケートについて】 

 

事務局：説明 

 

委員長：はい、ありがとうございます。まず学校司書の A委員に現状も含めてご意見

をいただきたいと思います。 

 

A委員：こちらのサードブックアンケートを見せてもらったときに、質問項目で本の

管理、状態の確認など、中央図書館目線のものが多いなっていうのが印象で

す。それよりも第一に児童がいつ、どれくらいの頻度で、このサードブック

学級文庫を利用していたのか、児童や担任の先生はどういうときに学級文庫

を利用しているのかっていうのを、一番に聞くべきじゃないかと思います。

これは選択制の複数回答でいいと思うので、選択に朝読書、休み時間、帰り

の会、授業が早く終わったあまりの時間、本読んでいいよっていう先生いま

すので、いつ児童が利用しているかを聞いてほしいと思います。  

     サードブックの選書したときに、教科と学習に関連する本を選んだので、

各教科の学習、学校行事などに関連した本があれば、その本のタイトルと、

具体的にどのように活用したのかっていうのも知りたいです。項目１のサー

ドブックを設置した効果を聞くのは大分ざっくりとしているように感じる

ので、いつ利用しているのか、教科との関連はあるのか、児童や他人の先生

がどういうふうに運用しているのかという実態調査の説明、質問をして、そ

の結果を受けて、サードブックの効果があったかどうかを委員会で検討する

べき課題じゃないのかと思いました。 

     あとこれは最後でいいですが、前回の中央図書館からのアンケートについ

ても学校の司書の先生からたくさん意見をいただいていて、各質問項目に対

して、学校側の誰が回答するかわからないので、誰に回答してほしいのか明

記していただけるとありがたいと思います。例えばこのアンケートの案だと

項目１２３は１学年の先生、学校司書は修理の箇所など、学校側の誰が回答

するのかはっきりさせてアンケートを作っていただけると大変助かります。 

 

委員長：はい、ありがとうございます。今井小学校の先生ということで現場のことも

踏まえてお話しいただき、また他の司書の先生方からのご意見等も併せてい

ただきました。今の A先生のお話を踏まえた上で、他にご意見、ご質問ある

方いらっしゃいますか。 

 

  D委員：この「読み聞かせは誰に希望しますか」って誰が誰にですか。ボランティア

の人、それとも学校、公共図書館の司書の人に読んでもらいたいと思ってい
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るのか、誰を想定してらっしゃいますか。 

 

事務局：設置に行ったときには図書館職員が対応したもので、図書館職員でもどこま

で対応できるかが考えものだなと思っているのですが、特にいらない項目か

なとは思っていました。A先生本当にありがとうございます。そういうこと

を聞きたかったんです。図書館目線ばかりの内容で反省しております。 

    そういうふうに言っていただけると、私としてもすごく助かりますので後で

しっかり聞かせていただいてよろしいですか。お願いいたします。 

 

委員長：アンケートって何を質問するかによってかえってくる回答が全然違うので、

とても大事なことですね。他にご意見やご質問ありませんか。 

 

B委員：前回もあったようにこういうふうに各小学校へ普通の絵本やら渡してあると

いうことは大変いいことだと思うんです。しかも、ちゃんと皆さんで選定を

した上で、これはいいだろう、この年齢や学年で読むとわかりやすいってい

う本を選んであるというので、いいことだと思います。座って字も読めるじ

ゃないかっていう感覚で渡しても、好きな子もいるけどなかなか他のことの

方が興味あるという子もいますので、ときどき先生が読んであげる機会を作

ることがとても大事だと思います。 

     そうするとさっきのような講座があったときに、ボランティアになるわけ

じゃなくても、大変良い講座だと聞いていますので、ぜひそういうときに絵

本を渡してある学校側校長宛てにこういう講座で「ご希望があったらどうぞ

お出かけください」と出していただければ。広報まつもとだけではなかなか

わからないですよね。学校側に出して、参加した先生が持って帰ってきてみ

んなに伝えられなかったら、「自分だけでもやってみよう」と、「やったその

結果はこうだった。やっぱりみんなに教えてあげた方がいいな」となれば効

果が上がると思うんです。せっかく良い事業をしているのですから、より効

果が上がるようにみんなでやったらいいのかなと思います。 

     こういうことをしていますだけだと、子どものとこまでどんなふうに伝わ

っているかわからない。本が教室にあるだけでなく、先生がそっちへ目を向

けさせるような言葉がけを子どもにすることがとても大事だと思います。 

 

委員長：ありがとうございます。確かに年度当初、渡しっぱなしで年度末まで意見交

換もないという状態よりは中間あたりで何がしかのアクションなりやり取

りがあった方が、より本が活用されるようには思います。合わせて検討して

いくべきことかなと今のお話聞いていて思いました。 

    それから小岩委員さん、お願いします。 
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F委員：山﨑委員が言ったことを私も同様に感じました。それと、図書館の司書の先

生、担任の先生、子どもにサードブックを渡したときに状況が一番身近に分

かるわけですよね。そういう面で例えば違う選定の方が良かったとか、その

ような意見も聞く機会があれば、次の選定に活かせると思います。 

     それから学校によって状況が児童の様子によって違うので、例えばサード

ブックを選定した追加分として、それぞれの学校独自で、うちの学校はこう

いうような本をさらに子どもに渡したいというか。そういうような予算化が

非常に難しいんですよ。そんな余地を残しておけば、学校によってきめ細か

な対応ができるんじゃないかと思います。以上です。 

    

 委員長：はい。良いご意見ありがとうございます。選定への意見はいずれかの段階

で必要な作業でしょう。今回のアンケートがふさわしいかは一考していただ

き、他にいかがでしょうか。 

 

E 委員：今までの皆さんのご意見に補足ですが、A 委員さんがおっしゃってくださっ

た今回のサードブックの中でいろいろな教科書の単元などで活用できたも

のがあれば教えてくださいっていうのも、教科書の単元だけではなく、学校

教育活動をいろんな部分で生かせるものもあったんじゃないかと思われる

ので、教科書の単元や教育活動の中で活用できたものがあれば教えてくださ

いという形で、現場の先生方本当にお忙しいので、もし余力があれば最後に

サードブックのリストでもつけておいて、丸をしてくださいみたいにしてお

いていただけると、司書は書名見ただけでも本がぱっと浮かびますけれど他

の先生方は書名見ても浮かばない方もいらっしゃるので、せめてリストがあ

れば、くちばしのところは教科書にあったなとか、ダンゴムシはそこで使っ

たなとかって浮かんでくるかなというふうに思うので、そこまでしてあげる

と親切かなと思いました。 

     それから、最初のサポーターのところにも関連するかと思いますが、市が

ボランティア養成のために行っている事業と、それから各学校の司書さんや

保育士の現場の職員さんが学習で出てくるかどうかっていうのは少し課題

が別なんじゃないかというふうに聞いていました。市民に対するボランティ

ア養成活動ではあるので、もちろん現場の職員さんも出てきていただけたら

とは思いますが、学校司書さん、保育職の方は専門職として採用されている

ので、特に保育職の方は、現場の研修活動としてしっかりそれが位置づけら

れていくことが必要であると思いますし、学校司書は現在松本市の状況です

と、アルバイトという身分になっている中でなかなか研修という形で確保す

る難しいのであれば、例えばサードブックで職員さんが１５分ほど読み聞か
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せをするのに学校に伺うとき、多分各学校お母さんたちの読み聞かせボラン

ティアもたくさん入っていると思いますので、そこに時間を割くのではなく、

実は教わったことがなかったというような方がおられるようであれば、その

１５分のとき十分に伝えられるんじゃないかと思います。深い学びにはなら

なくてもミニ研修ぐらいな形で何かお伝えするのも一つの方法と思いまし

た。タイミングよく司書さんが手の空いている時間帯に訪問できるかという

課題もあると思いますので、なかなかアルバイトの職員さんで、休日に意欲

を持って自分の仕事のために学びを深めるっていうのは、その意欲も含めて

難しい部分があると思いますし、それだけでなく今の時代を考えてくると、

お勤めする人で家庭での時間を大事にする時代に入ってきていると思いま

すので、昔のような方法で学びを深めるのは、図書館に限ったことではなく

どのような業界でも全て難しくなっています。なので、保障されている勤務

時間の中で専門職としての力をつけていくためにはどうしていけばいいか

ということをサポートしたいと図書館側が思ってくださるのであれば、何か

そういう手立てはないかと考えていけるといいと思いました。以上です。あ

りがとうございます。 

 

D委員：校長職、園長先生もいらっしゃるので、現状を今 E委員がおっしゃったよう

に、保障されている勤務時間の中で勉強するのが今は主流になっていて、そ

れ以外だと勤務外になるのですけど、一番大事な部分なのでさっきのアイデ

ィアいいなと思ったんですけど、学校の読み聞かせボランティアが１5分の

読み聞かせを聞いてもっと知りたいと思ったら、講座に出てくる人もいると

思うし、それはとてもいいことだと思います。 

     保育士さんの場合、各部会で勉強会とかあったりするブロックで、どうい

う形でその人たちを保障しながら勉強できるのか。子どもがいて土日は出に

くいという現状があっても、読み聞かせの勉強をしたいって気持ちはあると

思うんですよ。その人たちをどうやって出してもらえるのかはみんなで知恵

を絞ってこういう形になると出せるというか、全員は無理でも可能性として

はあるのでしょうが。 

 

C委員：保育園もちょっと前までは、絵画、絵本、自然など分かれて学び合いの時間

がありましたが、今はそのような形ではなくなりました。やり方は変わりま

したが自主的な学習をする会は継続して残っているので、いろいろな講座を

企画し、全園に周知して行っています。ですが、実際ボランティア養成講座

の時間帯は、仕事があるため参加することは難しいです。自主的な学習会は

１７時以降行っていますが、仕事に支障なく学びたい人が集まるという形に

なっています。内容が保育士向けで、開催時間も夕方、土曜日という形であ
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れば、保育士の中でも絵本について学びたい人はいると思います。個人的に

は、まずはじめの一歩として一年に一回だけでも絵本の選び方などについて

学ぶ講座を行い、それをきっかけに回数を増やしていければいいと思いまし

た。図書館主体で提案していただけば、参加の呼びかけなど園長も協力でき

ることもあると思います。 

 

委員長：ありがとうございました。アンケートや講座、学びの機会のところまでご意

見幅広くなりましたけれども、E委員、D委員、C園長先生の話も含めて、学

びに関してはもちろん強要はできないし、勤務時間内での学びも必要でしょ

うし、また勤務時間の中でなくても、有益な学びの機会があるときは学びた

い人の自主的な学びにつながるような周知連携は必要。今後さらに考えてい

ければより学びの場が生きてくるのかなと思いました。 

     では、サードブックアンケートに戻ります。皆さん貴重なご意見をありが

とうございました。A委員のご意見も踏まえつつ、一番重要なのは現場で具

体的に活用された事例を集め、それをフィードバックすることだと思います。

「他の学校こんなふうに使っていていいな。うちもやってみよう」みたいな、

そういうアンケートにしていただきたいと思います。具体的活用例、好事例

の共有ができるような形でのアンケートをとっていただきたいと思います。 

     それから本の状態確認について、「時期はいつ頃望ましいですか」とアン

ケートにありますが、アンケートを取った後に行く時期を決めて間に合いま

すか。「今年度はいつ頃行きます」ということと、「それはいつからいつの期

間で何日がいいですか」という具体的なことも聞かないといけないと思いま

す。図書館としていつ頃行くというお知らせが必要だと思います。 

    それにはどれぐらいの時間が必要かということもあわせてお知らせしてお

かないと、現場としては誰かがそこにいないといけないのか、特に春休み時

期はクラス、先生方のご異動もあるので、いつがいいかというのは、よく検

討してお知らせすべきだと思います。それから、誰が何人で行くのか。今年

度は職員さんが行かれるのでしょうが、将来的なことを見越して読書推進サ

ポーターの活用も考えるべきだと思います。これは私の意見ですけれども、

サポーターに動いていただくとなるとその分の予算も必要になってくるで

しょうし、職員としてカバーするのか、経年の中でサポーターも活用してい

くのかというところもあわせて考えていかれたいと思いました。 

    他によろしいですか。 

 

    （意見なし） 

 

    最後に一言。先ほど事務局には直接お伝えしましたが、回覧したサードブッ
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クの一覧カラーは、ブックセットと合わせて各校にラミネートして配ってく

ださっていますので、子どもたちが何の本があるか一覧で見ることができる

ようになっています。実は松本市ホームページにもあがっていると言われて、

私も検索しましたが、なかなかたどり着けない場所にあるので、「なかよし

えほん」、「こんにちはえほん」含め、ワンクリックで閲覧できるようにして

いただきたいなと要望しておきます。 

    アンケートについては、A委員、皆さんの意見を聞いて、最後に言いたいこ

とはありませんか。 

 

A委員：委員長のおっしゃるとおり、「この本がうちでは全然活用してなかったけど他

の学校ではこういう活用されていた」という意見が聞けると「次年度うちも

こういうふうに使ってみようかな、生活科でやってみよう」というふうに先

生方も思うので、具体例を聞くのが良いと思いました。 

 

委員長：ありがとうございました。最後に、サードブックを小学校１年生に配ったこ

とがきっかけかどうかは言い切れないんですけど、今井小学校の取組みで、

２年生以上の学級文庫の設置が行われたそうなのでご報告をお願いします。 

 

A委員：今年度今井小学校１５０周年を迎えて、今回１年生はサードブックいただけ

て綺麗な本の状態で１年生から迎えられたんですけど、２～６年生の学級文

庫の状態がかなり破損もひどくて真っ白な状態な本がたくさんあります。相

談しながら、学級文庫の方にご寄付いただいてリフレッシュしようという話

があって１５０周年の実行委員会からいただき、今回学年４２冊ずつ、今小

学校単級で各１クラスしかないので、たくさんいただいてリフレッシュした

んですけど、本来ならとてもじゃないけど市の予算ではが購入できません。

また学校の独自の予算もあるんですけど、毎年学級文庫のために本を買い替

えることはとても難しいです。中学校も学級文庫システムで、前回もアンケ

ートでありましたが、あまり良い状態ではないということを皆さんに知って

おいてほしいと思います。ありがとうございました。 

 

委員長：１年生にサードブックが配られたことが幾分後押しになったのかなと感じて、

選書についてもご相談いただいたりしたんですけど、とても嬉しい出来事だ

ったので皆さんにもご報告していただきました。ありがとうございました。

A委員には、今一度丁寧にご意見を頂戴し、出来あがったアンケートは必要

であれば委員の皆さんにもメールで見ていただくなどして整えてください。

いつ頃の予定ですか。 
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事務局：校長会までは通さなくてもとは思っていますが、学校教育課に相談をして、

１月にはと考えておりますので、このあと先程先生に言っていただいたこと

をもう一度見てもらいたいです。 

 

委員長：項目毎誰に回答いただくかは、司書教諭の先生も加わってくると思いますの

で、そこも丁寧に誰々さんがお答えくださいと入れて構成していただければ

と思います。よろしくお願いします。 

 

事務局：ありがとうございます。 

 

E委員：補足で、「ご意見要望がありましたら」というところ、今の A委員の意見を生

かして「欲しい本ありますか」または「書名やジャンルなどでも可」という

項目を一つ設け、その理由もあると先生方が例えば「読み物が少ないから入

れてほしい」、「もっと教科に生かしたいからこういう本を入れてほしい」と

書けばなぜ先生方がその本を欲しいか知ることができると思いました。それ

とは別に、その他に「ご意見要望がありましたらお願いします」という項目

を作っておけばもしかすると「１年生だけではなく２年生以上にも学級文庫

があったらいい」みたいな意見がくると思います。 

 

委員長：でると思いますが、予算措置ができるかというとなかなか難しいでしょう

が、そういう意見も大事ですね。 

 

E委員：最後もう一つ、急ぎませんが、このアンケートを集計できたら私たちの選書

に生かすだけではなく、現場の先生方にお返しして活用事例をシェアするこ

とがとても大事だと思いました。来年度また持って行ったり挨拶に行ったり

するときに、他の学校の先生方がこういう活用しましたという事例集みたい

なものをシェアできるとより一層生かしていただけると思いました。授業の

空き時間での利用や、テストが早く終わった人から後ろにある本読んでいて

いいよという時間など。「そんな手があったか」と思われる先生方もいらっ

しゃると思うので、せっかくアンケートを取るので最大限活用できたらと思

いました。 

 

委員長：ありがとうございます。ではご意見を生かしていただいて、今一度委員の皆

さん含め、見ていただくとよろしいかと思います。 

それでは協議事項３学都子ども読書活動推進事業の今後の予定について

お願いします。 
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【協議事項３ 学都松本子ども読書活動推進事業の今後の予定について】 

事務局：説明 

 

委員長：ありがとうございました。上位計画への位置づけにつきましては、今年度第

１回委員会でもご説明いただきましたとおり今補足の追加の説明がござい

ました。子ども読書活動推進計画という単独での計画ではなくて、教育振興

基本計画の中に位置づけ、年ごとの事業の進捗状況の確認と、次期教育振興

基本計画の中でもしっかりと位置づけられていくということと、併せて子ど

も読書活動推進委員会自体は要綱等を改正した上で、今後も継続し、子ども

読書推進について図書館とともにその推進に当たるという認識でよろしい

ですね。ということですので、今年度は２次計画の最終年で２次計画の検証

を行う年ですので、年２回ではなく年３回の委員会が計画されており、最終

回で我々が検証について意見、協議するということとなっております。今の

説明について質問がある方はいらっしゃいますか。 

     

    （質問なし） 

 

 委員長：教育委員会で承認されたということで、最終的には自治体の長の判断のもと 

決定となります。次回の委員会のときには判断についてわかりますか？ 

 

事務局：できれば１月中に市長のところへレクに入りたいと思っております。 

 

委員長：わかりました。では次回の委員会のときには結果をご報告いただけるという

事ですね。次回はいずれにしても２次計画の検証をしっかり行わないといけ

ないわけです。そのためのアンケート調査であり、これまでの事業のまとめ

になると思います。２次計画中にまだ未実施のものについては、それがなぜ

未実施で今後実施する必要性があるのか、あるとすればどんな形の実施がふ

さわしいのかということも含めて考えていかなければならないと思います。 

     合わせて令和６年以降の取組みについて、環境整備、事業の継続とありま

すが、継続だけではなくより効果的な実施について良い方向に発展していく

ことが我々委員会の務めであると考えます。それを踏まえまして、特には令

和５年までの取組みと令和６年以降の取組みについて、２次の検証にあたり、

これだけは意見しておきたい、聞いておきたいというようなことがありまし

たら、ご質問ご意見賜りたいと思いますがいかがでしょうか？ 

 

D委員：今でもすごくいっぱいいっぱいだと思うんですけど、それに加えてこの事業

が始まるとなると、図書館の人員的にそれをやる人を確保しないと当然でき
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ないわけで、予算が減っていく中で大丈夫なのでしょうか。 

 

 館長：人材確保はなかなか難しいと思います。現状の中でやれる範囲のことを、今

委員長からはその未実施の理由とその取組みが必要あるかどうかという検

討が必要だとお話をいただいたと思うんですが、計画ができてから５年経ち

ますので、世の中の状況が変わってきている部分もあると思います。本当に

この形のままでいいのかどうかということも含めて、職員の人材確保をする

となると、きちんと人員が必要であるということを訴えて配置をしてもらわ

なければいけないので、それだけの根拠のものが示せるかどうかということ

もあると思いますので、なかなか難しい中実施に向けた検討にはなると思い

ます。 

 

委員長：はい、ありがとうございました。おっしゃるとおりだと思います。本当に必

要であれば、人員確保について我々としても意見をすべきですし、現状でも

本当にマンパワーが不足していることは明らかなので、我々としては図書館

事業および子ども読書活動推進事業を推進していくために、人材が足りませ

んということは謳い続けていきたいと思っていますし応援したい思いでお

りますが、本当に必要な事業であるかということは議論すべきだと思います。 

     次期委員会の前に具体的に今ここで意見をくださいと言っても難しいと

思いますので、次期委員会の前までに図書館からメール等で事前に各委員さ

んから意見を頂戴した上で、検証についての資料を整えていただくという方

法が一番いいと思います。現状私の方で思うのは、まだ行われていない事業

というのが令和６年以降にかかっているところがありますね。 

     例えば松本子ども読書ノートですけれども０、１歳から就学児までの２冊

にわかれているものを、つまりこんにちはえほん、なかよしえほんとなって

いるものを、統一したような形で、就学児まで０歳児から５歳児期まで、１

冊にまとめ、読書記録もできるノートを作ったらどうだということが、２次

計画のときに出ていました。 

それが必要なのか、現状のこのままがいいのか。これはやっぱり紙ベース

で配りたい。子育て中、健診時配ったことによって見ていただけると思うの

で、これは紙ベースである意義がとても強い性質のものだと思っているので、

この予算は確保していただきたい。子ども読書ノートに改める方が望ましい

のかというところは、今後皆さんの意見をいただきたいところです。それか

ら絵本マップについて、絵本が設置してある施設や病院や、あるいは書店や

商店も含めたマップという想定だったと思います。事業者や書店さんを応援

することも、子どもの読書文化を守るという意味においてはとても大切なこ

とだと思っていますが、それができるのか、やるべきなのか、このことにつ
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いてのご意見もいただきたいと思います。中高生への働きかけについてはす

でに始まっていますが、発信力が弱い。ＴＥＥＮ’ｓ ＢＯＯＫもホームページ

で、ワンクリックでアクセスできるような状態にしていただきたい。 

 

事務局：そちらについては、今年度ティーンズページのバナーを作って、ホームペー

ジに掲載する予定です。 

 

委員長：ありがとうございます。そうすると、冒頭に館長がおっしゃっていたトーク

ライブやワークショップも、中高校生に向けてアピールがスムーズにできる

ようになりますね。素晴らしいです。中高生の働きかけも進化していく必要

があるでしょう。 

     コロナ５類になり、今後アフターコロナの取組みが必要かと思います。図

書館デビューの応援と、初めてのパパママへの応援についても、重なる部分

があるでしょうし、新規の取組みが必要なところもあるかもしれません。ご

意見を賜りたいところです。家読については、さまざまな自治体で取組みが

行われていますのでそれらも参考にしながら、松本としてはどういう家読の

取組みがふさわしいのかご意見をいただきたいです。人材育成の５の新規お

楽しみ絵本便は、実現すれば図書館と市民が協力した保育園との連携になり

ますし、作ったリストも生かされますし、より顔の見える繋がりができてい

くことが次の連携を生むと思うので、これにも期待するところです。これら

については次期委員会の前に各委員さんからご意見をいただいた上で、次期

検証の委員会に臨みたいと思いますがいかがでしょうか。 

よろしいですか。最後に一言ずつ頂戴して終わりたいと思います。 

 

７ 委員から意見 

 

A委員：サードブックが学校側としてとても嬉しかった事業なので、アンケートでう

まく学校側に聞いていただいて検証して、来年さらに発展していけるように

してほしいなと思います。 

 

委員長：ありがとうございます。 

 

B委員：学校の各クラスにサードバックを持っていくところまでいき、すごく良いこ

とだと嬉しく思っています。選書を見させていただきましたら、私が子育て

をしていた３０年、４０年ぐらい前の絵本が入っていて、良い本はずっと良

い本なんだなと思いました。誰かの心に沁みるだろうと思います。ぜひ活用

していただき、みんなで周りからどうだったっていうような働きかけができ
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たらいいかと思います。１人でも多くの子が感動したり、こんなふうになり

たいなって夢が持てたりすること、私と同じで嬉しい、とかそういうような

気持ちが持てることを望んでいます。 

 

 委員長：ありがとうございます。 

 

F委員：先ほどの読み聞かせボランティア養成講座の関係で、若い人の参加が少ない

っていう話ですけど、これＳＮＳを発信して YouTubeチャンネルを作ったら

どうですか。そうすれば興味のある人がこんな読み聞かせ技術があるんだっ

て習得して、気軽におうちでも自分のお子さんに読み聞かせできる。そんな

きっかけになる可能性があります。これは資格のある方をきちんと養成して

いくという講座ですが、読み聞かせのやり方の基本を教える機会をもうちょ

っと一般に広く発信できればいいかなと思いました。 

 

 委員長：ありがとうございます。 

 

E委員：子ども読書推進事業の中で、それぞれの趣旨や目的の項目ははっきりしてい

ていいと思いますが、次世代のボランティアの担い手をどう作っていくかは

別枠でしっかりと考えていかないとつい見落としがちになると思います。市

民のボランティアを活用、子どもたちと本の繋がりっていうそれぞれの図書

館側や私たちの意図はそのままにして。松本市は現在登録率２割ということ

は８割伸びしろがあるということですよね。膨大な量の伸びしろを落とした

ままにしておくのは非常にもったいないと思います。これから超高齢化社会

になっていく中でシニア世代のボランティアの活動は必要不可欠と思って

いますけれども、若い世代、中年、ママさん世代、もしかしたらもう少し若

い学生からのアプローチも必要なのかもしれないですけれども、次世代の子

どもの文化を担っていく世代はどのように育成していくのかっていうこと

はきちんと別項目として考えて手立てを具体的にアクションしていく必要

があると思います。 

     ホームページに、ヤングアダルトの部門を作ってくださるのはとてもいい

ことだと思うんですけど、若者たちはホームページあんまり見ないです。Ｓ

ＮＳが主流。ただ学校の中のＩＴ関係のリテラシーとしては、ホームページ

などのきちんとした確かな情報を入手していきましょうという学びはこれ

からきっちりとして行っていると思いますけれども、その一方でＳＮＳも活

用していくとか、さっきの休みの日の市民の方の学びについても、オンライ

ン配信するとか。実際には手間もお金もかかり人手も足りていないというこ

とはよくわかっていますけれども、実際私介護しながらたくさんの学びをオ
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ンラインでさせていただけて、本当にいい時代になったなと思っていますの

で、そういったことも少しずつ視野に入れつつ、できることから始められれ

ばと思います。このまま足踏みしているのは時期的に厳しい気がするので、

何かしらの手立てをちょっとずつでもしていければと思います。 

     

 委員長：ありがとうございました。 

 

D委員：これだけ予算も逼迫しているのも目に見えていますし、現実問題として出版

社が再販するたびに本の値段がどんどん上がっていく、それからおもちゃの

関係もやっていますが、ヨーロッパの海峡を通ってくるだけで輸送費が膨大

にかかってくる、そういうようなことがひしひしと感じているこの時代に、

子どもの本についてこれだけ皆さんが一生懸命考えていることはすごくあ

りがたいと思います。時代に進めば進むほど、やっているような気がしてい

るんだけど、実は心の部分がどこかにいってしまうということがあるのでは

ないかと危惧しています。というのは、若いお母さんたちが本の情報を得る

のもＳＮＳが多いし、うちの店に来てもスマホ片手にこの本ありますかと聞

くことが多いです。その情報が全てではないというところまで見抜ける力っ

ていうのは、自分たちが考えて行動する力がないとできないと思うので、全

く通過しないで情報だけを取ろうとすると変なところに行っちゃうのかな

って。それから実際に私も本で生活していますが、本や保育、学校だとかで

給料をもらってやっているプロが、お金をもらっているだけの仕事をやって

いるのかっていうことを、自分の仕事も含めて見直すことが必要ではないか

と思います。ボランティアとプロの違いっていうのはそこにあるわけですか

ら、どんなに収入が少なくても生活している以上は自分がプロであるという

意識、モチベーションを持っているような仕事ぶりをしていかなくてはいけ

ない。これからは来年以降もっと厳しくなってくるので、そのときに一番発

揮されるのは、自分がやらなくちゃいけないっていうことが明確に自分の中

にあるか、それから他の人たちが何を求めているか想像できるかどうかって

いうことで、同じお給料をもらっていても仕事の質が全く変わってくるので

はないか、今もうそこまで来ているような気がします。必要な順に番号をつ

けて、必要ないことはやらない、やれないことはやれないという感じで、子

どもの本に関しては子どもの視点を持って仕事ができるようにやっていか

なくちゃいけないと思っています。それには正規、非正規関係なくみんなが

仕事にプライドを持つ、自分がこれをやることによって子どもたちの幸せに

繋がっているかどうかという検証ができる仕事もみんなで励まし合いなが

らやっていけたらなと思っています。ありがとうございます。 
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C 委員：先程の周知、SNS のお話ですが、保育園でやっている一時預かり事業に関し

て、市が YouTube で情報発信したり LINE を使うようになったりし、利用者

が急増しました。そんな点では一つ有効な手段かと思います。そういうやり

方も検討していただければいいのかなと思います。市の施設であるこどもプ

ラザ、保育園、幼稚園などでも、図書館の活動を保護者にアピールできるの

で、協力し合って活動していけるような形でやっていけたらと思います。そ

れから、保育園が単独で、例えば読書アドバイザーの豊嶋さんに講演を頼む

ようなことは可能ですが、個人的にはそうではなく横の繋がりを持ってやっ

ていければいいと思いました。ありがとうございました。 

 

委員長：はい。最後にさまざまなヒントをいただいたと思いますので、それらも踏ま

えてご意見を新たにいただき、第３回の委員会に備えたいと思います。あり

がとうございました。事務局にお返しします。 

 

閉会 


